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１　被災地域の復旧・復興に向けた取組

ウ

ウ R6.3

ア

○支給決定　2,044件
○総支給額　19億6,250万円

総務部

保健福祉
部

○H30.10.25貸付開始、H31.3月末で受付完了
○貸付実績 63件 16,030千円（確定）

【その他（特記事項）】
○事業の実施主体である北海道社会福祉協議会と必要に応じ連携・情報共有

＜継続＞
○町職員支援
・H30　支援実績延べ247人、派遣実績延べ61人
・R1　支援実績延べ520人、派遣実績延べ160人
・R2　支援実績延べ258人、派遣実績延べ20人
・R3　支援実績延べ6人、派遣実績延べ2人
・R4　支援実績延べ5人、派遣実績延べ4人
○遺族支援（ケア会議、関係機関調整）
○苫小牧保健所や道立精神保健福祉センターが被災３町と連携し、地域ニーズに応じて被災者への支援
を継続実施
○被災３町職員のメンタルヘルス支援のための健康教育を計画・実施
・R1　安平町 １回91名　むかわ町 ２回67名　厚真町 ２回97名
・R2　安平町 １回96名　むかわ町 ２回58名　厚真町 １回71名
・R4　厚真町 ４回195名
○会議等への出席及び助言
・胆振東部３町メンタルヘルス対策推進検討会への出席･助言（R2・R3）
・胆振東部３町災害後の地域精神保健活動にかかるコンサルテーションへの出席･助言（R3）
・厚真町主催 災害後の地域精神保健活動（WEB会議）出席・助言（R4）
・地域精神保健福祉活動にかかる学習会への参加（R5)

＜終了＞
○心のケアチーム・子どもの心のケア班の派遣　　派遣実績延べ201人
・心のケアチーム　H30.11末まで　子どもの心のケア班　　H31.３末まで
○自殺対策ゲートキーパー育成に係る研修会への職員派遣
・R2　精神保健福祉センター職員２名派遣

保健福祉
部

H30
年度
(10月
～)

北海道胆振東部地震災害からの復旧・復興に向けた取組のロードマップ

区分
種
類

取組（事業）
事業
完了
予定

所管部等進捗状況等（R5.12.31現在）
R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

②生活福祉資金等の貸付け

・精神科医師や看護師、心理士等からなる「北海道心のケア
チーム」や児童精神科医等により編成された「子どもの心の
ケア班」を被災地に派遣し、被災者の相談対応を実施
・精神保健福祉センターによる被災町職員支援、遺族支援の
実施

 ・特別緊急小口資金貸付事業費補助金［道］
　被災者の生活に必要な家具什器等、当座の生活に
要する経費を支援
　［事業主体］
　　北海道社会福祉協議会
　［貸付対象者］
　　国の｢緊急小口資金」を利用してなお不足する者
　［貸付限度額］
　　国 拡 充 ：10万円以内→20万円以内
　　道上乗せ ：20万円以内→50万円以内
　［貸付利息］　無利子
　［償還期間］　据置期間経過後2年以内

R6.3
（毎年
度事業
継続を
判断）

（
１

）
住
ま
い
・
く
ら
し
の
速
や
か
な
再
建

①被災者生活再建支援法に基づく支援金の支給

（基礎支援金）
　・　「全壊」100万円、｢大規模半壊｣50万円など
（加算支援金）
  ・「建設・購入」200万円、｢補修｣100万円など

R6.10
（毎年
度事業
継続を
判断）

①被災者のケア

ア　被災者の住宅再建

イ　被災者の生活支援

ウ　保健・医療・福祉、教育環境の回復

償還等の債権管理

貸付に係る相談対応・貸付手

支給申請書等必要書類の進達・支給決定通知の送付、

被災者等に対する必要な助言等

被災町の取組に対する支援

（道、関係機関）

心のケアチーム等の派遣（道、関係機関）
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ア

ア

（
１

）
住
ま
い
・
く
ら
し
の
速
や
か
な
再
建

R6.3
（毎年
度事業
継続を
判断）

教育庁

＜継続＞
〇住民の健康・メンタルヘルス対策
・町と支援機関と連携した被災住民への健康相談やカンファレンスへの参画
　R4年度継続　安平町 ３回、むかわ町 ７回、厚真町 10回
　R5年度継続　安平町 ３回、むかわ町 ４回、厚真町 ４回
○３町との連携
・被災各町と保健所との連絡会議　随時
　R5年度　安平町 ５回、むかわ町 ２回、厚真町 ３回
○各町ゲートキーパー研修会参画
　R4年度継続　安平町 ２回、むかわ町 ２回、厚真町 １回
　R5年度継続　むかわ町、厚真町
○地域精神保健活動にかかる学習会　１回
　※胆振東部３町メンタルヘルス対策推進検討会（R2年度から年１回開催）から変更。被災３町含む
　　管内１市４町、北海道臨床心理士会、精保センターを参集範囲として開催

＜終了＞
・住まいサポートチームコアメンバー会議への参画（仮設住宅入居者支援連絡会から移行。個別課題解決
等の支援・助言）　延べ20回 　R2年度で終了
・被災３町保健保健活動連絡会　令和元年３月～R2年度開催　延べ15回
・被災３町を対象に自殺対策ゲートキーパー育成に係る研修会を実施（精神保健福祉センター職員派遣２
人・参加者17人）　R2年度１回
・胆振東部３町災害後の地域精神保健活動にかかるコンサルテーション実施（精保センター、保健所、被
災３町参加、講師は岩手医科大学医学部）　R3年度１回
・被災３町職員のメンタルヘルス支援のための健康教育を計画・実施（R元年度～R4年度　３町で延べ12
回542名受講）
・厚真町主催　被災後の地域精神保健活動（WEB会議）　R3～R4年度年１回参加

胆振総合
振興局

R6.3
（毎年
度事業
継続を
判断）

○平成30年度配置実績　3人
○令和元年度配置実績 15人
○令和２年度配置実績　14人
○令和３年度配置実績　12人
○令和４年度配置実績  11人
○令和５年度配置実績　 8人

・被災した小中高等学校において、ＴＴ等による学習支援、心
のケア、教育相談等のため教員を加配措置
［配置先］
　特に被害が大きい胆振３町の小・中・高等学校

③教員の加配

②被災者の健康管理

・市町村と連携し仮設住宅入居者及び住民全体の心身の健
康管理

教員の加配措置

健康管理
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ア

ア
ウ

R3.12
完了

ア
ウ

R4.3

未定

ア 未定

・「災害復旧事業」等［国］を活用し、被災した林地や林道の復
旧を進めるとともに、森林の造成を計画的に行うなど必要な
対策を実施

［被害概要］
・林地・治山施設　　187件　464億円
・林道施設　　323件　44億円

・被災した森林所有者を対象とし技術指導の実施
・協定に基づく被害木の利用状況に係る情報共有

⑤農林漁業者への技術指導・相談対応等 水産林務
部

○一般民有林における被災森林所有者戸別訪問等対応者数346名（全346名）：完了
○引き続き、「胆振東部地震被災森林復旧指針」を基に森林所有者の意向を踏まえた技術支
援を実施

○林道施設災害復旧事業
・災害査定（H30.12～H31.1）
・本工事（H31.3～R3.12 ）全69箇所完了

○被害木の整理（H30.10～）
○森林整備事業等による植林・緑化（R元.5～）
（森林所有者の意向等を踏まえ順次実施）
○被災森林の復旧方法を検証するための大規模崩壊地森林造成実証試験の実施（R元.9～
R4.3）

【その他（特記事項）】
○被災３町・森林組合・試験研究機関・森林管理局等が参画する「胆振東部森林再生・林業復
興連絡会議」において「北海道胆振東部地震による被災森林の再生に向けた対応方針」を策
定（H31.4）
○上記対応方針の「森林造成」の具体的な方向性を示した「胆振東部地震被災森林復旧指
針」を策定（R3.3)
○崩壊地の箇所ごとの具体的な復旧手法や路網整備の箇所などを明らかにする「胆振東部
地震森林再生実施計画」を策定（R4.3）

○H31.1～R6.3までを集中対策期間として治山激甚災害対策特別緊急事業や復旧治山事業
により、復旧工事を計画的に実施。R6.4以降も引き続き、復旧治山事業等により治山対策に取
り組む。

【その他（特記事項）】
○被災３町・森林組合・試験研究機関・森林管理局等が参画する「胆振東部森林再生・林業復
興連絡会議」において「胆振東部地震森林再生実施計画」を策定（R4.3）

水産林務
部

ア　農林水産業の産業基盤の強化

（
３

）
地
域
産
業
の
持
続
的
な
振
興

未定③森林・林業被害の復旧

ア
イ
ウ

未定
(復旧
工事完
了まで)

○復旧事業担当部や協力事業者で構成する被害木撤去・有効利用に係る検討会議の開催
（第1回H30.9、第2回H31.1.、第3回R元.5、第4回R元.7)
○厚真川水系日高幌内川流域から有効利用に向け倒木等の搬出を2地区で開始（H30.11～）
【その他（特記事項）】
○庁内復旧工事発注各部及び北海道開発局、被災３町が連携して有効利用に向けた体制の
構築
○道・北海道開発局・厚真町・安平町と協力事業者 （素材生産業者・バイオマス燃料供給事
業者等）が倒木等の有効利用に関する協定を締結（H31.3）

被害調査、災害査定

林地の復旧（治山事業）

森林整備事業を活用した被害木の搬出・森林の造成

森林の造成

林道の復旧

復旧工事

事業

計画
測量・設計、復旧工事（公共）

被災状況の確認・技術指導等（林業）

森林所有者の意向を踏まえた技術支援

被災森林所有者戸別訪問による状況説明・意向調査

等の実施

被害木の有効活用

山腹崩壊箇所（道路、河川、農地、林地）の復旧

における倒木等の有効活用

植栽や播種など効率的な

復旧方法の検証
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事業
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所管部等進捗状況等（R5.12.31現在）
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３　復旧・復興の推進

ア

ア R7.3

ア 総合政策
部

胆振総合
振興局

３
　
復
旧
・
復
興
の
推
進

①胆振東部地震災害復旧・復興対策に係る現地連絡調整会議
の開催

－

②いぶりＯＮＥ復興プロジェクト推進室の設置

・公共インフラや産業被害等の復旧・復興、人口減少対策、食
と観光を通じた復興等を総合的に展開するため、胆振総合振
興局内に「いぶりＯＮＥ復興プロジェクト推進室」を設置

－

①被災市町村への人的支援

（１）道の推進体制

（２）被災市町村への支援

・振興局と被災市町村の担当者が一堂に会し、復興事務の推
進に向けた情報共有のための会議を開催

総務部

総合政策
部

○短期派遣： 延べ15,375人
　・道　　延べ 8,257人
　・道内市町村　　延べ 3,853人
　・北海道・東北ブロック　　延べ 3,265人
○中長期派遣
　・道
  　　H30：４名派遣、H31：８名派遣、R2：８名派遣、R3：４名派遣、R4：４名派遣、
      R5：３名派遣
　・道内市町村
　　　H30：20名派遣、H31：５名派遣、R2：１名派遣、R3：派遣なし、R4：派遣なし、
　　　R5：派遣なし
　・道外市町村
　　　H31：１名派遣、R2：１名派遣、R3：派遣なし、R4：派遣なし、R5：派遣なし

○被災地域の災害復旧を迅速に実施するとともに、地元市町や関係機関等と一体となって、
地域特性を活かした地域振興策を総合的・効果的に推進
○いぶりＯＮＥ復興プロジェクト推進室の設置（平成30年11月22日）
○ホームページの開設（平成30年12月13日）
○胆振東部地震復興パネル展・写真展等の実施
・令和元年度　計６回（厚真町１回、室蘭市２回、札幌市２回、岩手県１回）
○胆振東部地震 慰霊献花台の設置（令和元年８月８日～18日、９月６日～８日）
○報道機関向け工事現場視察会の実施（令和元年９月４日、令和２年８月20日）
○胆振東部地震からの復旧・復興シンポジウムの実施（令和元年10月21日）
○オンライン座談会の実施（令和３年11月24日、令和４年11月29日）

胆振総合
振興局

○被災市町村の復旧・復興に向けた業務の円滑な遂行を目指し、事務担当者による情報共
有のための会議を苫小牧サテライトオフィス等で開催
（開催回数）
　平成30年度　５回
　令和元年度　２回
　令和 ２年度　２回
　令和 ３年度　１回
（出席機関）※過去の出席実績
・厚真町、安平町、むかわ町
・国土交通省北海道開発局
・北海道（総務部危機対策課、総合政策部地域主権課、胆振東部地震災害復興支援室、市町
村課、保健福祉部総務課、水産林務部全国育樹祭推進室、建設部住宅課、胆振総合振興局
地域政策課、保健行政室企画総務課、苫小牧地域保健室企画総務課、農村振興課、森林
室、室蘭建設管理部地域調整課・治水課）

 
・短期派遣（避難所運営支援、罹災証明業務等）
　　①北海道　②道内市町村
　　③北海道東北ブロック（対口支援）

・中長期派遣（技術職を中心とした業務）
　　①北海道　②道内市町村
　　③他県（全国知事会、総務省）

（３）国や関係機関・団体等との支援

中長期派遣

短期派遣

いぶりＯＮＥ復興プロジェクト推進室の設置

ホームページ開設

被災市町村のニーズに合わせて開催

4


